




知
識
や
技
術
を
地
域
に
還
元
す
る

仕
組
み
づ
く
り
と
し
て

　

新
し
い
技
術
や
高
度
な
知
識
を
活
か
し
、

新
規
事
業
に
果
敢
に
取
り
組
む
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
。日
本
経
済
の
新
た
な
活
力
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。高
知
大
学
で
は
、四
国
の

国
立
大
学
と
し
て
は
初
の
、「
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
」を
認
定
す
る
規
則
、「
高
知
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
認
定
制
度
」を
昨
年
３
月
に
制

定
。１０
月
に
は
、３
つ
の
法
人
を
認
定
し
ま
し

た
。大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
支
援
に
つ

い
て
、認
定
の
窓
口
で
あ
る
地
域
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー
の
受
田
浩
之
セ
ン
タ
ー
長
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　
「
現
在
、国
の
成
長
戦
略
の
ひ
と
つ
に
起
業

の
活
発
化
が
あ
り
ま
す
。大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
創
出
に
対
し
て
も
、文
部
科
学
省
の

支
援
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。国
全
体
で
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
い

ま
、高
知
大
学
も
学
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
優
れ

た
シ
ー
ズ（
事
業
化
・
製
品
化
の
可
能
性
が
あ

る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、種
子
の
意
）を
社
会
に

還
元
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
。そ
の
一
環

と
し
て
、認
定
規
則
を
制
定
し
ま
し
た
」

　

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、企
業
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
高
知
大
学
の
施
設
を
レ
ン
タ
ル
の
ラ
ボ

や
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
使
っ
た
り
、大
学
の
住

所
で
商
業
登
記
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、研
究
設
備
な
ど
の
利
用
も
認
め
て

い
ま
す
。さ
ら
に
、地
元
銀
行
の
協
力
に
よ
り
、

融
資
と
出
資
が
受
け
ら
れ
る「
こ
う
ぎ
ん
産

学
連
携
フ
ァ
ン
ド
」（
３
億
円
）が
創
設
さ
れ
た

こ
と
も
認
定
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
。ベ
ン
チ
ャ
ー
は
創
業
か
ら
収
益
を

あ
げ
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
が
多
い
の

で
、資
金
繰
り
の
強
力
な
支
援
に
な
る
と
思

い
ま
す
」

認
定
制
度
が
研
究
や

社
会
貢
献
を
活
性
化
す
る 

　

認
定
の
対
象
と
な
る
法
人
は
、❶
大
学
で
達

成
さ
れ
た
研
究
成
果
や
習
得
し
た
技
術
な
ど

に
基
づ
い
て
設
立
、❷
大
学
の
教
職
員
ま
た
は

学
生
を
発
明
人
と
す
る
特
許
を
基
に
設
立
、❸

大
学
の
教
職
員
ま
た
は
学
生
が
設
立
者
と
な

る
か
、設
立
に
関
与
さ
れ
る
も
の
で
、大
学
に

お
け
る
研
究
成
果
を
普
及
し
、そ
の
活
用
を
促

進
す
る
と
大
学
が
認
め
た
も
の
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

１０
月
に
認
定
を
受
け
た「
プ
ラ
ス
・
メ
ッ

ド
」は
医
学
部
教
授
の
研
究
を
活
か
し
た
起

業
。「
う
み
路
」は
大
学
院
生
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。認
定
期
間
は
３
年
。こ
の
間
、

会
社
の
研
究
や
業
務
で
支
援
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

す
で
に
、こ
れ
ら
の
企
業
に
続
こ
う
と
、認
定

を
目
指
す
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
認
定
制
度
が
、大
学
の
研
究
活
動
や
社
会

的
な
貢
献
を
活
発
化
す
る
触
媒
に
な
れ
ば
、

と
思
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
春
か
ら
新
た
に
立

ち
上
げ
る
地
域
協
働
学
部
が
地
域
創
成
、雇

用
創
出
で
き
る
人
材
の
育
成
を
掲
げ
て
い
ま

す
が
、そ
ち
ら
へ
の
追
い
風
に
も
な
る
で

し
ょ
う
。大
学
か
ら
の
支
援
の
形
が
明
確
に

な
り
、先
行
事
例
が
成
功
し
て
い
れ
ば
、学
生

に
と
っ
て
も
安
心
感
が
あ
る
。学
生
の
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ（
起
業
家
精
神
）を
よ

り
高
め
る
こ
と
に
波
及
す
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
」

　

高
知
大
学
で
生
み
出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

知
財
を
、ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
カ
タ
チ
に
す
る
。

広
く
社
会
に
還
元
し
て
い
く
こ
と
は
、地
域

の
大
学
と
し
て
の
高
知
大
学
が
担
う
役
割
の

ひ
と
つ
。大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
支
援
に

よ
っ
て
、そ
の
可
能
性
が
大
き
く
広
が
っ
て

い
ま
す
。

脇口学長と認定を受けた企業の代表者たち

総合科学系
生命環境医学部門 教授
副学長
地域連携推進センター長

うけ だ ひろ ゆき

受田 浩之

現状の大学の制度では、産学連携も学術活動の範囲にとどまっており、企
業と連携した市場調査や実用性向上のための研究、安全性試験、臨床試
験、薬事などの事業化支援活動は、学術活動として評価されません。また
、業務受託人件費として、企業に負担していただく制度もありませんでした
。そこで、発明技術（特許）を活用した医療機器事業会社を立ち上げようと
考えました。高知県から県内ものづくり企業の雇用につなげることを条件
に資金援助を受けることもでき、高知県内に初の医療機器製造販売業（
装置系）を興すことをミッションとして起業しました。

革 新 的 な 装 置 で 医 療 現 場 に お い て 難 し い
動 脈 へ の 針 刺 し を 容 易 に 。

高知大学の研究成果を社会へ

大学の知財を活かし、地域経済貢献を目指す。

高知大学発
ベンチャー認定制度

福岡県生まれ。九州大学農学部卒業、同大大学院農学研究
科修了、同大大学院農学研究科博士課程中退。1991年、高
知大学に着任。2006年より副学長兼務。「この認定制度
で、地方の国立大学でもベンチャー企業を育て、成功させ
ることができるんだということを証明したいですね！」

動脈可視化装置（試作機）
近赤外線と赤外線カメラにより
小型モニターに橈骨(とうこつ)と動脈
尺骨動脈が写し出されている。

●高知県産学官連携産業創出研究推進事業の成果

第2回こうちビジネスチャレンジ
基金事業での認定証授与式

設　立／平成26年8月1日
代表者／池 龍美・佐藤 隆幸

・動脈可視化装置の開発、販売
・医療機器製造販売業
・医療機器受託開発業
・医学機器開発支援サービス

〈事業内容〉

株式会社 プラス・メッド

●認定を受けて良かった点は？

起業した理由

●大変だった事はありましたか？

●やりがいは何ですか？

●今後の展望について

自身が発明した高知大学特許の
独占的実施権が許諾された点です。

ベンチャー企業で利用する高知大学
特許の発明者と会社代表という
２つの立場を分離できない場面が
数多くありました。

会社を設立することにより
研究環境が良くなり
モチベーションが大幅に上がりました。

今春には、動脈可視化装置（写真）の
製造販売を開始したいです。3年後には
輸出することを目指しています。

高知大学の海洋植物学の研究室に属し、室戸市との共同研究により海藻
の生理・生態について、研究してきました。期間中、学生発のビジネスプラ
ンコンテストで全国優勝、文部科学大臣賞を受賞、アワビの殻色に関する
特許出願などを実施しました。まだ、日本では沖縄の”海ぶどう”と、室戸の
”アオノリ”の陸上養殖しか海藻の陸上養殖は行われていません。7年間の
多品種にわたる海藻の陸上養殖の最先端の研究実績により、希少な海藻
の種苗生産ノウハウを得ることができたので起業しました。

大 学 で 培 っ た 大 型 海 藻 種 の 研 究 を 活 か し
海 藻 の 陸 上 養 殖 の 最 先 端 を 走 る ！

設　立／平成25年3月
代表者／蜂谷 潤

・海洋深層水を利用したスジアオノリや
    アワビの陸上養殖
・種苗の生産及び販売
・水産物の生産、加工、輸入及び販売　
・飲食店の経営

〈事業内容〉

一般社団法人 うみ路

●認定を受けて良かった点は？

起業した理由

●大変だった事はありましたか？

●やりがいは何ですか？

●今後の展望について

一般社団法人 高銀地域経済振興財団から
助成を受けれることです。

資金を収入や支出のバランスを考えながら
やり繰りするのが大変です。

他では行われていない、最先端の事業を
行っていることや地域や室戸市をはじめとして
多くの団体からサポートを頂いていることです。

高い浄化能力をもつ海藻の探求
海藻種の培養技術の確立を行い
海洋環境を汚染せず、魚介類と海藻類の
複合的な養殖の仕組を提案していきたいです。

一般社団法人うみ路 代表者
高知大学
大学院総合人間自然科学研究科
黒潮圏総合科学専攻 博士課程３年
はち や じゅん

蜂谷 潤

株式会社プラス・メッド 代表者
高知大学 医療学系
基礎医学部門 教授
さ とう たか ゆき

佐藤 隆幸

陸上養殖した
アワビとアオノリ
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